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健康科学大学看護学部の誘致を決定
　―開校は、平成28年４月を予定―

　

山
梨
県
立
谷
村
工
業
高
等
学
校
と
山
梨
県

立
桂
高
等
学
校
の
統
合
再
編
に
伴
い
、
平
成

26
年
度
末
を
も
っ
て
使
用
が
終
了
す
る
桂
高

校
の
跡
地
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
４
年
制
の

看
護
師
養
成
系
大
学
、
学
部
又
は
学
科
を
誘

致
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
富
士
河
口
湖
町
に
て
健
康
科
学
大
学
を

運
営
す
る
学
校
法
人
富
士
修
紅
学
院
を
事
業

候
補
者
と
し
て
決
定
し
、
同
大
学
の
看
護
学

部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
利
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
28
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

本
市
と
し
て
も
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

■
看
護
系
大
学
等
誘
致
事
業
の
趣
旨

　

本
市
は
、
こ
の
規
模
の
都
市
で
は
、
全
国

唯
一
と
言
え
る
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大

学
を
設
置
し
、
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
大
学

院
ま
で
、
す
べ
て
の
教
育
的
機
関
が
整
う
と

と
も
に
、
文
化
施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
教

育
イ
ン
フ
ラ
が
充

実
し
て
い
る
ま
ち

で
す
。

　

ま
た
、
市
民
と

学
生
が
集
い
、
学

問
や
文
化
・
芸
術
・

体
育
が
融
合
し

た
学
園
の
ま
ち
と

し
て
、「
教
育
首

都
つ
る
」と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
努
め
、
学
校
教

育
や
生
涯
学
習

は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た
り
都

留
文
科
大
学
を
中
核
と
し
た
知
的
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
教
育
首
都
つ
る
」の
実
現
に
向
け
て

は「
学
生
人
口
の
拡
大
」を
目
指
し
、
手
法
に

つ
い
て
は
新
た
な
教
育
機
関
を
設
置
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
桂
高
校
の
跡
地
に
つ
い
て
、

本
市
は
、
４
年
制
の
看
護
系
大
学
等
を
誘
致

す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
11
月
か
ら
事
業
者
を

募
集
し
て
き
ま
し
た
。

■
看
護
系
大
学
等
を
誘
致
す
る
こ
と
の

　
メ
リ
ッ
ト

・
本
市
が
進
め
る「
教
育
首
都
つ
る
」の
推
進

施
策
で
も
あ
る「
学
生
人
口
の
拡
大
」が
実

現
で
き
る
と
と
も
に
、
学
生
や
教
員
な
ど

の
消
費
活
動
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

も
期
待
で
き
ま
す
。

・
大
学
は
自
ら
が
持
つ
知
的
・
人
的
資
源
を

活
用
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
責
務
を
有
し

て
お
り
、
看
護
系
大
学
等
の
場
合
、
地
域

の
保
健
医
療
福
祉
活
動
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
本
市
へ
の
看
護
系
大
学
等
の
開
設
は
、
県

政
課
題
で
も
あ
る「
看
護
師
養
成
と
地
元
定

着
率
の
向
上
」に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
特

に
、
看
護
師
が
不
足
す
る
富
士
・
東
部
医

療
圏
へ
の
看
護
師
就
業
者
数
の
向
上
に
直

接
結
び
付
く
も
の
で
す
。

・
看
護
師
養
成
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
唯
一
の
成
長
分
野
と

も
い
え
る
学
問
分
野
で
あ
る
た
め
、
入
学
志

願
者
数
や
就
職
の
安
定
性
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

■
富
士
修
紅
学
院
及
び
健
康
科
学
大
学
の
　

概
要

　

富
士
修
紅
学
院
は
、
富
士
河
口
湖
町
に
て

健
康
科
学
大
学
、
岩
手
県
一
関
市
に
て
修
紅

短
期
大
学
、
一
関
修
紅
高
等
学
校
及
び
修
紅

短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
運
営
し
、
法
人
本

部
を
健
康
科
学
大
学
内
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

健
康
科
学
大
学
は
、
平
成
15
年
に
開
校

し
、
健
康
科
学
部
に
理
学
療
法
学
科
、
作

業
療
法
学
科
及
び
福
祉
心
理
学
科
の
３
学

科
を
置
き
、
現
在
は
約
８
０
０
人
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
■
健
康
科
学
大
学
看
護
学
部
の
概
要

　

学
校
法
人
富
士
修
紅
学
院
が
開
校
を
目

指
す
健
康
科
学
大
学
看
護
学
部
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
看
護
分
野
に
お
け
る
専
門
職
の
育
成
を

基
本
と
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
看
護
実
践

能
力
を
身
に
着
け
、
地
域
社
会
の
医
療
、

保
健
・
福
祉
活
動
を
広
く
理
解
し
、
地
域

の
諸
問
題
に
対
す
る
研
究
・
発
展
に
貢
献

年　　月 内　　　　　　　容

平成21年10月
山梨県教育委員会が、谷村工業高校と桂高校を統合し、現在の谷村
工業高校の敷地に新たな高等学校を開校する高校統合再編案を提示

平成23年10月
高校統合再編案及び桂高校校舎耐震化に関し、本市は地元と県教育
委員会とが協議する場として「都留市における高校再編整備を協議
する会」（以下「協議する会」といいます。）を開催

11月
第４回協議する会において、本市が両校の統合再編の条件として提
示した調停案を両者が容認し、東部地域における高校再編問題は統
合という形で決着

12月

調停案のうち「桂高校の耐震化される校舎及び敷地を教育エリアと
して活用する。」ことに関し、本市では、有識者や教育関係者による
「県立桂高等学校跡地利活用に関する検討有識者会議」（以下「有識者
会議」といいます。）を設置し、検討

平成24年３月

有識者会議は、「看護師養成系の高等教育機関を設置することとし、
その手法については、都留市において開設する場合と、誘致により
開設する場合を想定し、双方の可能性を探り決定すべき」との提言
を市長に提出

９月
本市は、再編後の桂高校跡地へは「４年制の看護系大学等を誘致」す
ることとし、その事業者選定にあたって「公募制」を採用することを
決定

11月 看護系大学等誘致事業の事業候補者募集要項を公表し、公募を開始

平成25年１月 募集の応募受付を終了（１事業者から応募）

２月

有識者からなる看護系大学等誘致事業候補者選定委員会（以下「選定
委員会」という。）に対し、応募のあった事業者の適格性を諮問

選定委員会からの答申を尊重するとともに、本市でも審査した結
果、富士修紅学院を事業候補者として決定

■これまでの経過

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

・
修
業
年
限
は
４
年
と
し
、
学
年
定
員
は

80
人（
収
容
定
員
３
２
０
人
）と
し
ま
す
。

・
取
得
で
き
る
資
格
は
、
看
護
師
、
保
健

師
及
び
養
護
教
諭
一
種
免
許
と
し
ま
す
。

・
桂
高
校
２
号
館
、
体
育
館
及
び
桂
晟
文

化
創
造
館
を
本
市
か
ら
賃
借
し
て
利
用

し
、
不
足
す
る
分
は
新
た
に
校
舎
２
棟
を

整
備
し
て
対
応
し
ま
す
。

・
都
留
市
の
掲
げ
る「
教
育
首
都
つ
る
」の
推

進
や
山
梨
県
の
掲
げ
る
看
護
師
地
元
定
着

率
の
向
上
と
い
っ
た
政
策
に
寄
与
し
ま
す
。

・
将
来
に
わ
た
り
地
域
の
看
護
師
等
の
医

療
福
祉
系
の
人
材
育
成
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
と
の
交
流
や
市
政
へ
の
協

力
を
通
し
て「
知
の
拠
点
」と
し
て
の
役
割

と
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

　

市
内
で
は
、
谷
村
工
業
高
校
と
桂
高
校

が
統
合
再
編
さ
れ
、
平
成
26
年
４
月
か
ら

県
下
最
大
の
総
合
制
高
校
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
既
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
４
月
に
は
、
そ
の
隣
接
地
に

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
都
留

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
学
部
単

独
と
は
い
え
医
療
福
祉
系
大
学
の
学
部
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
都
留
文
科

大
学
と
も
相
ま
っ
て
次
代
を
担
う
多
彩
な

若
者
た
ち
が
集
い
学
ぶ「
教
育
首
都
つ
る
」

と
し
て
、
一
層
の
充
実
と
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■富士河口湖町の健康科学大学キャンパス

■２月26日、小
林市長から笹
本憲男理事長
あてに、事業候
補者選定通知
書を手渡しまし
た。

■山梨県立桂高等学校

都留市文化会館がリニューアル！
名称も新たに、「都留市まちづくり交流センター」となりました！

　

昨
年
の
７
月
上
旬
よ
り
進
め

て
来
ま
し
た
、
都
留
市
文
化
会

館
の
耐
震
補
強
並
び
に
大
規
模

改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

名
称
は
、
従
来
の「
都
留
市

文
化
会
館
」か
ら
、「
都
留
市
ま

ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と

変
更
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
生
涯

学
習
に
関
す
る
拠
点
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

１
階
に
は
、
事
務
室
や
会
議

室
の
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
和
室
、

幼
児
室
、
授
乳
室
を
備
え
た「
交

流
室
」が
設
け
ら
れ
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
も
移
転
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
階
と
３
階
が
市

立
図
書
館
と
な
り
、
従
来
の「
情

報
未
来
館
」は
、
図
書
館
の
情

報
部
門
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、「
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
」

も
設
け
、
様
々
な
お
は
な
し
会

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
来
月
号
の
広
報
つ
る
に
お

い
て
ご
紹
介
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■都留市文化会館がリニューアルして「都留市まちづくり交流
センター」となりました。外壁の色も落ち着いた感じとなってい
ます。来月号では、内部のご紹介をしたいと思います。

Ｈ2 5 . 4 . 1 8Ｈ 2 5 . 4 . 19


